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  9月2４日から５日間の日程で、幕別清陵高等学校包括連携事業

「幕別札内スポーツクラブ（幕別町）」と「どんぐり財団（広島県）」主

催による「高校生E・C・S交流事業」が行われました。本事業は昨年度

から始まり、２年目となる今年度も本校生徒代表８名が現地に出向き、

広島県の公立高校や関連施設、文化遺産を訪れました。 

広島県立高校２校を訪問 現地の高校生と交流 
2日目の広島の文化・遺産見学研修では、「広島県立千代田高校」

と「加計高校芸北分校」の生徒と一緒に原爆記念館、厳島神社を訪

問。両校の生徒たちが文化・歴史を案内しながら研修を行いました。 

3日目の学校交流では、

両校を直接訪問し地元の高校生と等身大の交流を行いました。千代田高校

では、歓迎セレモニーで迎えられ、午前午後と本校生徒も授業に参加。放課

後は部活動を見学しました。加計高校では、授業や農業実習を体験しまし

た。また、伝統芸能「神楽」体験では、踊りの鑑賞、30ｋｇ近い衣装の試着な

ど神楽を直接肌で感じる機会となりました。地域の高校生が自ら伝承活動

を行う姿に、地域で伝統を守る姿勢と歴史の奥深さを実感しました。 

平和学習、文化遺産・大学研修で研鑽深める 
4日目は広島経済大学を訪問し、大学の現場を直接肌で感じること

ができた有意義な研修となりました。5日間の交流事業を通じ生徒た

ちは、北海道とは異なる風土・文化・風習に触れながら、平和学習、地

域活動等について幅広く学びました。また、この事業は、互いに学び高

め合ったことを地域に還元しながら、地域交流を深める機会を作るね

らいもあります。学校主導ではなく、地域の企業主導による地域（広島

県×北海道）の交流事業は、交流スタイルの新しい試みとして各方面

から注目されています。 

 

  

 

 

 

９月２３日に札幌市で開かれた「第３回全国高校軽音楽部大会ｗｅ ａｒｅ 

ＳＮＥＡＫＥＲ ＡＧＥＳ」の地区グランプリ大会で、幕別清陵高校軽音楽部の２

年生チームが準グランプリに輝き、初の全国大会出場を勝ち取りました。  

大会は、リズムやボーカルの歌唱力の

他に、表情やパフォーマンス、振り付けな

どチーム全体の総合的な完成度で審査

されます。本番では、観客に楽曲の振り付

けを一緒にしてもらうパフォーマンスも行い、優勝校とわずか１ポイントの僅差で準グ

ランプリに輝きました。 全国大会は１２月２６日に東京ドームシティホールで行われ、

全国の地区予選を勝ち抜いた１９校が出場します。太田部長は「本戦まで演奏技術

や表情、パフォーマンスを上げて、みんなで優勝したい」と抱負を語っていました。 
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全国でも珍しい地域企業主導による他県との交流事業 

２年目「広島県高校生E・S・C交流事業」を実施 

両校の生徒と平和記念公園を見学 

初の全国大会へ 軽音楽部 全道準グランプリ 

 

加計高校で伝統芸能「神楽」を体験 

12月全国大会（東京都）の北海道代表に 

全国大会に出場するバンドメンバー 

広島県高校生E・C・S交流事業日程 

2４日 帯広⇒広島市（移動日） 

2５日 広島の文化・遺産 見学研修 

2６日 広島県立千代田高校訪問・交流 

2７日 県立加計高校芸北分校訪問・交流 

加計高校訪問、広島経済大学見学 

２８日 広島市⇒帯広（移動日） 



 

 

10月12日（木）、かねてより進めていた「地域連携マイプロジェクト」の交流

会が本校体育館で開催されました。本校の「総合的な探究の時間」ではSDGs

をテーマに学習しています。その授業の一環で企画されたのが「地域連携マイ

プロジェクト」です。これまで本校が地域との活動で多くの方々と出会いました。

そこから縁のある方々を中心にこのプロジェクトがスタートしました。地域の方々

は「高校生と取り組むマイプロジェクト」として自身の事業を発展・展開。高校生

は「地域の方々と取り組むマイプロジェクト」として、学びを目的に今年の秋から

来年の夏にかけて活動します。 

 

 

交流会には８名の方が来校され、この日が初顔合わせとなりまし

た。各プロジェクトを選んだ本校生徒がブースに分かれ、主催者から

の説明を受け、その後質疑応答に移りました。交流会は17日も行わ

れ、地域と本校生が連携して実現するプロジェクトに大きな期待が寄

せられています。 

本校では、実体験から得られる学びに注目し挑戦できる環境作り

に努めていて、これが本校の特色の一つになっています。

 

 

  

９月２９日、３年生の就職・進学を応援する目的で、２年生生徒会が企画する「トワイライト・フェス」が開催されました。

ゲストライブをはじめ、ビンゴ大会や音楽教員の弾き語りなど様々な催しが行われ、最後には１～２学年生徒と教職員で

書いた、３年生への応援メッセージも披露されました。会場は、地元「イタガキベーカリー」さんのパンやドリンクの販売な

ど、町のオータムフェスのような雰囲気があり、多くの生徒が参加しました。このフェスは、学校行事ではなく、生徒会が

企画・開催したイベントで放課後に自由に行えるものです。このような生徒の自主的なイベントが開催される学校は珍し

く「生徒自らが考えたことが形にできる学校」という本校の魅力が形となったものです。 

 

 

 

 

９月２４日、札内スポーツセンターと芽室町総合体育館で行われた、全十勝

秋季高校バドミントン大会において、2部女子ダブルスの荒川真穂（2年）・長根

みるく（２年）ペアが優勝しました。また、佐藤春平（２年）菅井龍翔（1年）ペアが

５位に入賞し、１部で初のベスト８入りを果たしました。 

2部優勝の荒川・長根ペアは次の大会からは1部へ出場となり、男子も全道出

場を狙える戦績を残し、次回大会での活躍が期待されます。 

本校生と地域の「地域連携マイプロジェクト」交流

【部活動 大会報告】 バドミントン部  

～ 主なプロジェクト内容 ～ 

★とかち食材の直送・直売ビジネス実体験 

★地域をデザインする 

★とかちごちゃまぜアート展 

★高齢者の居場所づくり 

★幕別サテライトの誘致・活性化 

★農業プロジェクト 

★Hasicoデザインプロジェクト 

★スタートアップのための店舗づくり 

～木工プロダクト開発 

★大人も子どももみ～んな笑顔になあれ 

★ロボット作りで覚えるプログラム 

★建設の世界を覗いてみよう 

★農業＆福祉の融合～商品開発 

地域と本校生が取り組むマイプロジェクト 

３年生の進路を応援 「トワイライト・フェス」を開催 

清陵高校の情報

が満載 
幕別清陵高校 

公式ウェブサイトへ 

 

２部女子複優勝  １部男子複５位 


